
他

他

▲調査の進む国庁跡（人の立っている所が柱の跡）

他

村
崎　

啓
二
議
員　

稲
城
市
南
山

東
部
土
地
区
画
整
理
地
区
内
に
、

建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
府
中
市

民
墓
地
に
つ
い
て
、
市
民
の
期
待

は
大
き
い
と
思
う
が
、
今
後
の
見

通
し
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

ま
た
、
区
画
数
、
価
格
、
形
態

等
に
つ
い
て
、
市
民
要
望
を
改
め

て
調
査
す
る
予
定
は
あ
る
か
。

総
務
部
長　

同
組
合
設
立
準
備
会

の
予
定
で
は
、
組
合
設
立
認
可
後
、

換
地
等
が
順
調
に
進
め
ば
、
平
成

20
年
か
ら
21
年
頃
に
は
保
留
地
部

分
の
処
分
が
で
き
る
の
で
、
こ
れ

が
終
わ
り
次
第
、
用
地
を
取
得
し
、

墓
地
を
建
設
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

市
民
要
望
の
調
査
は
、
17
年
度

の
市
政
世
論
調
査
の
中
で
行
い
、

墓
地
の
区
画
数
や
価
格
等
に
つ
い

て
、
稲
城
市
と
具
体
的
に
協
議
し

て
い
き
た
い
。

　

公
共
工
事
の
品
質
確
保
、
入
札
及
び

契
約
の
適
正
化
の
推
進
に
つ
い
て
︱
主

に
工
事
成
績
評
定
の
改
善
と
活
用
促
進
、

低
入
札
制
度
の
改
善
に
つ
い
て
︱
●

国

分
寺
街
道
栄
町
交
番
前
交
差
点
の
拡
幅

な
ど
交
通
渋
滞
の
解
消
対
策
に
つ
い
て

※
保
留
地
⋯
売
却
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
施
行
者
が
確
保
す
る
土
地

遠
田　

宗
雄
議
員　

避
難
指
示
解

除
に
よ
り
、
全
島
避
難
が
続
い
て

い
た
三
宅
島
で
は
、
３
０
０
人
を

超
え
る
島
民
が
帰
島
し
、
民
宿
や

商
店
等
が
再
開
す
る
な
ど
、
本
格

的
な
帰
島
に
備
え
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
帰
島
に
際
し
て
の
島

民
へ
の
支
援
及
び
今
後
の
支
援
計

画
を
聞
き
た
い
。

　

ま
た
、
帰
島
し
な
い
島
民
に
対

し
て
、
心
の
ケ
ア
の
支
援
態
勢
に

つ
い
て
市
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

福
祉
保
健
部
長　

帰
島
す
る
際
の

粗
大
ご
み
の
処
理
手
数
料
の
減
免

や
引
越
し
費
用
の
貸
付
等
の
支
援

を
実
施
し
た
ほ
か
、
島
か
ら
の
要

請
を
受
け
、
２
月
に
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
１
台
を
提
供
し
た
。

　

今
後
の
計
画
は
、
府
中
三
宅
島

会
等
か
ら
の
支
援
要
請
を
受
け
、

具
体
的
な
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

　

心
の
ケ
ア
の
支
援
態
勢
は
、
地

域
福
祉
推
進
課
及
び
社
会
福
祉
協

議
会
を
窓
口
と
し
て
、
専
門
医
等

の
紹
介
や
、
ケ
ア
の
程
度
に
よ
っ

て
は
、
職
員
が
専
門
医
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
な
が
ら
対
応
し
て
い

き
た
い
。

備　

邦
彦
議
員　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
﹁
ち
ゅ
う
バ
ス
﹂
は
運
行
開

始
か
ら
１
年
が
経
ち
、
市
民
の
間

に
定
着
し
つ
つ
あ
る
と
思
う
。

　

し
か
し
、
よ
り
多
く
の
市
民
が

利
便
の
恩
恵
に
浴
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
ル
ー
ト
の
変
更
や
新

設
等
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え
て

み
る
こ
と
も
必
要
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
市
全
体
と
し
て
、
交

通
不
便
地
域
の
解
消
が
で
き
た
か

聞
き
た
い
。
ま
た
、
今
後
、
ル
ー

ト
の
変
更
や
新
ル
ー
ト
の
設
定
に

つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。

市
長　

ち
ゅ
う
バ
ス
の
運
行
に
際

し
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
導

入
検
討
協
議
会
を
設
置
し
、
本
市

に
ふ
さ
わ
し
い
導
入
計
画
の
提
言

に
よ
り
本
格
運
行
に
至
っ
た
も
の

で
、
交
通
不
便
地
域
の
解
消
は
図

ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
ル
ー
ト
の
変
更
、
新
ル

ー
ト
の
設
定
は
、
現
状
を
維
持
し

た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
将
来
に

お
い
て
は
、
社
会
環
境
が
変
化
し

て
く
る
の
で
、
ル
ー
ト
を
再
検
証

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

市
﹁
後
援
﹂
の
基
準
に
つ
い
て

隆　

ミ
ワ
子
議
員　

本
市
の
不
登

校
児
童
・
生
徒
の
割
合
は
、
小
学

校
が
全
国
平
均
よ
り
低
い
が
、
中

学
校
は
高
い
状
況
に
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
不
登
校
対
策

の
新
た
な
取
組
と
し
て
、
志
木
市

で
は
、
学
習
の
場
を
自
宅
に
ま
で

広
げ
、
学
校
と
連
携
し
、
有
償
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
し
て
各
人
に

応
じ
た
学
習
支
援
を
行
う
ホ
ー
ム

ス
タ
デ
ィ
ー
︵
在
宅
学
習
支
援
︶

制
度
、
可
児
市
で
は
、
Ｉ
Ｔ
活
用

の
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
在
宅
学

習
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
取
組
に
つ

い
て
、
市
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

学
校
教
育
部
長　

両
市
の
事
業
は
、

大
変
す
ば
ら
し
い
も
の
で
、
学
校

復
帰
や
社
会
復
帰
を
目
指
す
良
い

施
策
と
考
え
る
。

　

市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
施
策
と

し
て
、
け
や
き
教
室
を
設
置
し
対

応
し
て
き
た
。

　

今
後
は
、
先
進
市
の
情
報
を
収

集
し
、
学
習
支
援
を
視
野
に
入
れ
、

府
中
市
不
登
校
対
策
委
員
会
の
報

告
書
に
基
づ
き
、
不
登
校
児
童
・

生
徒
の
学
習
支
援
策
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

奈
良
e　

久
和
議
員　

現
在
、
若

者
の
就
労
に
つ
い
て
、
様
々
な
問

題
が
指
摘
さ
れ
、
大
き
な
社
会
問

題
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。　

　

教
育
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
基

礎
的
な
学
力
や
、
資
質
の
能
力
を

高
め
な
が
ら
も
、
人
と
し
て
生
き

る
力
を
身
に
つ
け
て
い
く
大
き
な

使
命
と
可
能
性
が
あ
る
も
の
と
考

え
る
。
こ
れ
ら
を
具
体
的
に
実
現

す
る
た
め
の
大
き
な
活
動
が
、
進

路
指
導
で
あ
り
、
職
場
体
験
で
あ

る
と
思
う
。

　

そ
こ
で
、
中
学
校
で
の
授
業
時

数
等
の
確
保
な
ど
課
題
も
あ
る
と

思
う
が
、
職
場
体
験
学
習
の
推
進

の
た
め
の
協
議
会
の
設
置
等
も
含

め
、
拡
充
に
取
り
組
む
考
え
は
あ

る
か
。

学
校
教
育
部
長　

職
場
体
験
学
習

は
、
中
学
生
の
将
来
の
目
標
づ
く

り
や
職
業
理
解
の
た
め
に
も
重
要

な
こ
と
で
あ
る
。

　

今
後
、
校
長
会
等
で
、
十
分
協

議
を
重
ね
て
い
く
と
と
も
に
、
必

要
に
応
じ
て
、
商
工
会
議
所
等
の

協
力
も
お
願
い
し
て
い
き
た
い
。

柴
野　

和
夫
議
員　

先
般
、
﹁
こ

こ
ま
で
わ
か
っ
た
武
蔵
国
府
﹂
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
行
わ
れ

た
。

　

幻
の
国
庁

と
言
わ
れ
た

武
蔵
国
府
の

国
庁
が
、
約

30
年
に
及
ぶ

発
掘
調
査
の

結
果
、
大
国

魂
神
社
境
内

及
び
東
側
一

帯
に
存
在
す

る
こ
と
が
確
実
に
な
っ
た
と
聞
く
。

　

そ
こ
で
、
武
蔵
国
府
の
現
状
と

今
後
の
事
業
展
開
は
。

教
育
長　

現
在
、
宮
町
２
丁
目
で

保
存
目
的
の
発
掘
調
査
を
実
施
し

て
お
り
、
そ
こ
か
ら
国
庁
前
殿
と

考
え
ら
れ
る
大
型
建
物
が
発
掘
さ

れ
、
更
に
そ
の
北
側
に
も
同
規
模

以
上
の
建
物
が
確
認
さ
れ
つ
つ
あ

る
の
で
、
調
査
を
進
め
て
い
る
。

　

今
後
は
、
国
の
史
跡
指
定
を
目

指
す
と
と
も
に
、
本
市
の
貴
重
な

財
産
ま
た
都
市
型
の
遺
跡
と
し
て
、

観
光
の
視
点
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、

保
存
・
活
用
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

電
子
調
達
シ
ス
テ
ム
の
導
入
状
況
と

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
●

住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
た
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
●

Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
の
自
家
用
自
動
車
に
よ
る
有
償
運

送
に
伴
う
﹁
運
営
協
議
会
﹂
の
設
置
に
つ

い
て

高
野　

律
雄
議
員　

平
成
17
年
は
、

18
年
４
月
か
ら
使
用
す
る
中
学
校

教
科
書
の
採
択
の
年
で
あ
る
。

　

４
年
前
は
、
新
し
い
歴
史
教
科

書
の
登
場
も
あ
っ
て
か
、
教
育
委

員
に
対
し
て
、
客
観
的
採
択
の
幅

に
制
限
を
加
え
る
よ
う
な
圧
力
的

な
も
の
も
あ
っ
た
と
聞
く
。

　

そ
こ
で
、
教
科
書
採
択
の
責
任

と
権
限
に
つ
い
て
、
市
と
し
て
ど

の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
か
、

基
本
的
認
識
を
知
り
た
い
。

教
育
長　

教
科
書
の
採
択
は
、
教

育
委
員
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
の

う
ち
で
、
最
も
大
切
な
こ
と
の
一

つ
で
あ
る
。
適
正
な
採
択
組
織
の

確
立
、
専
門
的
な
教
科
書

研
究
の
充
実
、
及
び
公
正

の
確
保
そ
し
て
開
か
れ
た

採
択
が
重
要
と
考
え
る
。

　

教
育
行
政
に
関
す
る
市

民
の
信
頼
を
確
保
す
る
た

め
に
も
、
教
科
書
の
採
択

権
者
で
あ
る
教
育
委
員
会

が
、
自
ら
の
責
任
と
権
限

に
お
い
て
、
適
切
か
つ
公

正
に
採
択
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
。

※
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平成18年度採用教科書の採択

　　市 の 基 本 的 認 識 は

教育委員会の責任と権限で

　　適切・公正に採択すること

武蔵国府の国庁跡

　　今後の事業展開は

観光の視点も取り入れ

　　保存・活用していきたい

不登校児童・生徒の学習支援　　

　　市　の　考　え　は

不登校対策委員会の報告を基に

　　支 援 を 検 討 し て い く

府

中

市

民

墓

地

の

建

設

　
　

今

後

の

見

通

し

は

平
成

20
年
か
ら

21
年
頃
に
は

　
　

墓
地
予
定
地
の
取
得
が
可
能
と
考
え
る

三

宅

島

へ

の

帰

島

　

 

今

後

の

支

援

計

画

は

府
中
三
宅
島
会
等
か
ら
の
要
請
を
受
け

　
　

具

体

的

な

支

援

を

検

討

す

る

﹁

ち

ゅ

う

バ

ス

﹂

　
　

ル
ー
ト
変
更
や
新
ル
ー
ト
の
設
定
は

将
来
、
社
会
環
境
に
変
化
が
生
じ
た
場
合

　
　

再
　

検
　

証
　

す
　

る
　

中学生の職場体験学習

　　拡　充　の　考　え　は

今 後 、 校 長 会 な ど で

　　十分、協議を重ねていく


